
令和７年度 ２学期学校評価アンケート（自由記述）回答 

【保護者】 

・ あいさつ運動に参加したのですが、以前よりも挨拶をする(挨拶を返す)生徒が減っ

ていて残念に思いました。（生徒会） 

→  朝の元気のよいあいさつ以外でも、日常におけるあいさつを指導していきます。

ご家庭でも元気なあいさつの声掛けをお願いします。 

 

・ 普段の生活や授業において、子ども達の意見を聞こうとしてくださる先生方が多く

安心しています。自律に向け成長していってほしいです。（学校経営） 

→  子供たちの自律に向け、できるサポートを継続していきます。 

 

・ いつもお世話になっております。こちらの把握不足もございますが、子供が行事等

のプリントを見せるのを失念して、行事の把握が出来てないことが度々ありまし

た。 おしらせのアプリもございますので、学習発表会等の大きな行事や参観の際は

アプリでもお知らせ頂けますとプリントを無くしても確認できますし助かります。

是非ご検討のほどよろしくお願いいたします。（学校 DX推進。情報教育） 

→  全体的には経費削減の理由により、紙面によるお知らせやご案内は極力控えよう

とする傾向があることから、今後は、安心安全メールやまなびポケットでの配信に

よるお知らせを検討していきます。併せて全ご家庭に、安心安全メールやまなびポ

ケットへのご登録をお願いすることとなります。 



・ 体育館エアコン設置希望（施設管理） 

→  市内全小中学校の体育館に、一律にエアコンを設置していくという構想は今のと

ころうかがっていません。 

 

・ とにかく毎日持ち歩く鞄が重いです。大人でも正直投げ出したくなる重さです。担

いで学校に行くだけでも褒めたくなります。 学校に置いて良い教科もあるようです

が、五教科ともなるとそうはいきません。 全ての教科にファイルがあるのはとても

良いとは思うのですが、教科書、ワーク、ファイル、どれか薄くするか、または、

学期ごとに分ける教科書など来年度に向けて対策は出来ないでしょうか? 上学年に

なると、自分なりに学校に置くなどの対策はする子も出てくるかも知れませんが。 

一度、先生方も鞄を持ってみてください。検討をお願いします。 

 （生徒指導・学業指導） 

→  学校での学習と家庭学習が継続性をもつ必要があることから、一人一台端末の持

ち帰りを開始しています。端末の持ち帰りにより軽減できる部分もあるかと思いま

すが、やはり持ち帰りを繰り返さなければならない教材もあるのが事実です。学校

に置いてよい教材は提示してありますので、再度ご確認いただくと同時に、各教科

においても効率的な運用の視点で見直しを行っていきます。 

 

・ 学校評価の結果について、数値の結果だけではなく、学校の方針や今後の改善策に

ついても教えていただけたらと思います。全ての項目や回答に対して改善策を立て



る必要はないと思いますが、記述での意見については、自分の出した意見がどうだ

ったのか、学校の方針と違っていたのか、それとも今後生かされるのかを知りたい

と感じました。（学校評価） 

→  学校評価の数値結果の公表については、概ね、一年間の学校の変容を学期ごとに

見取ることができる手段ととらえ、年度の途中であっても方針の修正や教育活動の

更なる工夫、改善に努めているところであります。記述でのご意見やご要望等につ

いての回答は、学校の現状を踏まえ、学校ホームページ、各種お便りやお知らせ、

あるいは PTA等の意見交換の場などを利用して積極的に発信していきたいと考えま

す。 

 

・ もう少し PC等（リモートや学びポケットの配信）を活用して頂きたい。小学校は

学びポケットから連絡が入りますが、中学校は 4月以降学年が変わってから利用さ

れていません。私だけ受信できていないのかと思い、再ログインまでしましたが、

違いました。小学校を見習いもう少しうまく活用されてはどうですか？ 

 （学校 DX推進。情報教育） 

→  学校からのお知らせについては、これまで安心安全メールを主に活用してきまし

た。その後、子供たちの欠席や遅刻連絡をまなびポケットにて行うようになったこ

とも勘案し、今後は、学校からのお知らせについてもまなびポケットを主に活用す

ることを検討していきます。 



   ただし、安心安全メールについては、各地域の連絡やＰＴＡ専門部ごとの連絡が

行えたりするため、活用の継続、運用についてはＰＴＡでのご検討も必要です。 

 

・ 学級での様子がわからないので週報などで子供達の様子が把握できると有り難いで

す。特に 1年生ですので学校でどう過ごせているのか気になります。 

→  学校生活の様子に関しましては、各学級で発行している学級通信、月 1回の学校

だより、図書館だよりなどで発信しております。吉野東中 HPにあるブログでも紹

介していますのでご覧ください。 

 

・ 設備について、トイレ自体が臭く特に汚物の匂いがきつく夏は更に匂い息を止めて

トイレにいくくらいだと聞いてます。音姫とかあると有難いです。 

 （安全指導・保健指導） 

→  教育委員会施設課へも数年かけて報告、相談していますが、根本的な解決を図る

ためにはトイレの改修工事になります。もちろん、学校配当予算で可能な修繕では

ありませんので、現状は学校内で行える対策をとっています。 

   こまめに水洗いを行い清潔な状態を保つ。定期的に薬品を使用し排水管の清掃を 

行う。１日１回はすべての便器に水を流す。芳香剤の使用など。 

 

・ 給食のおかずの量が少ないそうです、唐揚げ 1個、サバ１切れなど物価高でしょう

がご検討宜しくお願いします。（給食指導） 



→  給食センター方式で提供される給食では、限られた予算の中で１日の摂取カロリ

ー等を計算し調理されています。 

 

・ 一クラス 40人では先生の目も届かないし、気配りも難しいと思います。大変だと

思います。しかし、子供たちは大事な時期を学校で大半を過ごしています。職員の

数、子供の数に対して学校数の少なさもあると思いますが、どうにかならないもの

かなと、工夫はないかなと思っています。（学校経営） 

→  令和８年度の新入生より、１学級３５人となりますが、至って１学級の生徒数の

多さ感は否めないところがあります。 

   教科指導においては、２人の教師による TT指導や支援員を配置している教科も

あり、より個に寄り添った学習指導を目指し、「学習者主体の授業づくり」を本校

の研修の柱としています。 

   また、定期に行っている教育相談を充実させるとともに各種アンケートを活用

し、生徒理解と実態把握に努めています。 

   更に、内容によってはスクールカウンセラーとの面談を実施するなど、関係外部

機関との連携も積極的に図っているところです。 

 

 

 


